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上
川
通
夫

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
と
西

か
つ
て
、
極
東
の
島
嶼
に
位
置
す
る
倭
国
は
、
自
ら
を
〝
日
出
づ
る
国
〞
と
意
味
づ
け
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
社
会
に
お

け
る
政
治
的
な
背
伸
び
を
試
み
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
西
端
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
位
置
す
る
ス
ペ
イ
ン
は
、
大
航
海
で
獲
た
植
民
地

が
地
球
規
模
に
拡
が
る
こ
と
を
自
負
し
て
、〝
日
沈
ま
ぬ
国
〞
だ
と
表
現
し
た
。

前
者
は
七
世
紀
、
後
者
は
一
六
世
紀
、
歴
史
的
な
脈
絡
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
し
か
し
、
と
も
に
外
部
世
界
を
意
識
し
た
進
路
の

自
覚
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
二
例
を
並
べ
て
み
る
だ
け
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
は
各
時
代
な
り
に
存
在
し
た
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
も
二
つ
の
比
喩
の
前
提
に
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
で
あ
っ
て
も
、
人
間
の
住
む
地
上
は
陽
光
を
受
け
る
共
通
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世
界
で
あ
る
、
と
い
う
当
然
の
認
識
が
あ
る
。

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
直
接
的
な
出
会
い
は
、
一
五
四
九
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
時
が
史
料
上
の

確
実
な
起
点
で
あ
る
。
今
か
ら
四
七
〇
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
五
八
二
年
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
し
て
有
力
な
戦

国
大
名
ら
が
ロ
ー
マ
法
王
の
下
に
伊
東
マ
ン
シ
ョ
ら
使
節
団
を
送
っ
た
（
天
正
遣
欧
使
節
団
）。
そ
の
途
次
の
一
五
八
四
年
に
、
日
本

人
使
節
団
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
に
謁
見
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奥
州
の
大
名
伊
達
政
宗
が
、
支
倉
常
長
を
代
表
と
す
る

使
節
団
を
送
っ
た
（
慶
長
遣
欧
使
節
団
）。
こ
の
時
も
ス
ペ
イ
ン
を
経
由
し
、
一
六
一
五
年
に
フ
ェ
リ
ペ
三
世
と
会
見
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
と
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、
明
確
に
は
一
六
二
四
年
の
ス
ペ
イ
ン
船
来
航
禁
止
令
に
よ
っ

て
、
両
国
の
直
接
的
関
係
は
、
一
八
六
八
年
の
修
好
通
商
航
海
条
約
締
結
ま
で
い
っ
た
ん
途
絶
え
る
。
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
両
国
の
特

別
な
関
係
は
、
支
倉
常
長
ら
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
訪
問
を
最
後
の
光
彩
だ
と
考
え
れ
ば
、
今
日
ま
で
に
四
〇
〇
年
た
っ
た
こ
と
に
な
る
。

以
下
、
本
書
を
編
む
に
際
し
て
の
問
題
意
識
を
述
べ
る
。
執
筆
者
の
専
門
分
野
は
広
領
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
多
く
は

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
い
ず
れ
か
一
方
を
専
門
に
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
こ
の
序
文
で
は
、
本
書
の
各
論
文
に
万
遍
な
く
触
れ
る
の
で
は

な
く
、
私
自
身
の
視
野
に
即
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

日
西
交
流
史
の
見
直
し
へ

ザ
ビ
エ
ル
来
航
か
ら
ス
ペ
イ
ン
船
来
航
禁
止
令
ま
で
の
七
五
年
間
は
、
決
し
て
短
い
年
月
で
は
な
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
含
め
て
、

イ
ベ
リ
ア
半
島
の
両
国
か
ら
日
本
に
加
え
ら
れ
た
影
響
は
大
き
い
。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
な
っ
た
日
本
人
は
、
四
〇
万
人
な
い
し
六

〇
万
人
だ
と
い
う
。
鉄
砲
は
、
戦
国
時
代
か
ら
統
一
権
力
が
生
ま
れ
る
過
程
で
、
戦
争
の
勝
敗
を
左
右
す
る
武
器
と
な
っ
た
。
日
本

に
定
着
し
た
イ
ベ
リ
ア
起
源
の
言
語
（
カ
ス
テ
ラ
、
パ
ン
、
ボ
タ
ン
な
ど
）
が
あ
る
ほ
か
、
ス
ペ
イ
ン
語
等
を
読
み
書
き
す
る
日
本
人
も

現
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
絵
画
・
建
築
・
印
刷
技
法
・
地
理
認
識
な
ど
、
南
蛮
文
化
と
総
称
さ
れ
る
個
性
的
な
要
素
に
満
ち
た
一
時
代

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
人
の
一
般
知
識
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
の
鎖
国

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
世
界
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
勢
力
の
退
潮
を
過
剰
に
捉
え
て
し
ま
う
と
、
正
し
く
理
解
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
も

あ
る
。
今
日
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
来
航
」
と
し
て
知
ら
れ
る
一
連
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
継
承
さ
れ
ず
に

途
切
れ
た
文
化
事
象
と
見
な
し
て
し
ま
う
傾
向
が
、
一
般
的
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
の
共
同
研
究
で
重
視
す
る
の
は
、
七
〇
年
以
上
の
交
流
年
月
や
、
権
力
中
枢
や
地
方
社
会
に
お
け
る
南
蛮
文
化
の
拡
が
り
だ

け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
五
九
六
年
に
は
二
六
人
、
一
六
二
二
年
に
は
五
五
人
を
そ
れ
ぞ
れ
長
崎
で
処
刑
し
た
よ
う
な
、
た
び

重
な
る
殉
教
の
史
実
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
禁
教
時
代
に
も
、
各
地
で
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
潜
伏
し
て
い
た
。
近
年
も
、
二
〇
一
一

年
か
ら
発
掘
調
査
さ
れ
た
大
阪
府
茨
木
市
の
千
提
寺
西
遺
跡
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
考
え
ら
れ
る
長
方
形
の
土
坑
墓
が
複
数
発
見

さ
れ
て
い
る（１
）。

命
が
け
の
信
仰
に
生
き
た
人
々
に
つ
い
て
、
未
知
の
史
実
は
多
い
。
そ
れ
ら
は
特
殊
な
一
時
代
の
一
側
面
と
い
っ
た

程
度
の
こ
と
で
は
な
い
。
異
文
化
接
触
を
契
機
と
し
て
、
生
命
を
賭
し
て
も
守
ら
れ
る
べ
き
人
間
的
尊
厳
の
意
識
が
、
身
分
制
下
で

日
常
生
活
を
営
む
人
々
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
す
で
に
、
一
六
世
紀
か
ら
現
代
に
い
た
る
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
を
、
通
史
と
し
て
、
ま
た
相
互
理
解
の
文
化
交
流
史
と

し
て
叙
述
す
る
成
果
が
あ
る（２
）。
そ
れ
は
、
鎖
国
以
前
・
江
戸
時
代
・
近
現
代
を
ほ
ぼ
等
分
に
扱
う
新
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
以
前
か

ら
蓄
積
の
あ
る
大
航
海
時
代
の
日
本
に
つ
い
て
も（３
）、

東
ア
ジ
ア
世
界
や
東
南
ア
ジ
ア
世
界
を
視
野
に
入
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の

史
料
を
探
査
し
つ
つ
解
明
す
る
成
果
が
現
れ
て
い
る（４
）。
さ
ら
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
接
触
が
、
日
本
の
近
世
化
に
際

し
て
重
要
な
影
響
力
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論
と
い
う
新
た
な
議
論
が
出
現
し
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て
い
る
。

そ
れ
ら
に
目
配
り
し
た
上
で
、
本
書
で
は
、
古
代
か
ら
現
代
の
歴
史
の
幅
で
、
ま
た
歴
史
学･

文
学･

法
学
・
言
語
学
な
ど
の
複

眼
的
な
方
法
で
、
今
日
的
な
関
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
を
捉
え
る
よ
う
試
み
る
。
そ
の
際
、
前
近

代
日
本
に
お
け
る
自
我
意
識
や
民
衆
的
信
仰
、
鎖
国
時
代
の
外
来
文
化
や
異
文
化
交
流
、
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
今
昔
な
ど

に
も
目
を
配
る
。
緻
密
な
通
史
で
は
な
く
、
時
代
と
視
点
に
幅
を
持
た
せ
、「
第
一
部
　
大
航
海
時
代
の
日
西
交
流

―
思
想
・
言

語
・
知
識
」「
第
二
部
　
皇
権
と
王
権

―
法
と
信
仰
の
比
較
史
」「
第
三
部
　
異
文
化
交
流
の
諸
相

―
前
近
代
か
ら
現
代
ま
で
」

と
し
て
編
集
す
る
。

な
お
、
本
書
で
は
、「
大
航
海
時
代
」
と
い
う
用
語
を
使
う
。
一
五
世
紀
半
ば
か
ら
一
七
世
紀
半
ば
、
イ
ベ
リ
ア
両
国
を
中
心
に
、

新
し
い
航
海
技
術
を
用
い
て
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
へ
進
出
し
、
世
界
史
の
一
体
化
が
実
態
と
し
て
成
立
し
た
時
代

の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
世
界
史
の
知
識
と
し
て
は
定
着
し
た
用
語
だ
が
、
日
本
産
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
名
称
は
、「
大
航
海
時
代
叢
書
」
の
企
画
に
際
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
の“ Era de los D

escubrim
ientos”

や
英
語
の“ A

ge 

of D
iscovery”

が
意
味
す
る
「
発
見
の
時
代
」
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
立
場
か
ら
の
名
称
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
使

用
を
避
け
る
た
め
に
、
増
田
義
郎
氏
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た（５
）。
本
書
で
も
、
こ
の
個
性
あ
る
時
代
の
名
称
に
つ
い
て
、
上
記
の
ス
ペ

イ
ン
語
等
に
対
応
す
る
日
本
語
と
し
て
、
ま
た
航
海
な
し
で
時
代
を
画
す
る
ほ
ど
の
異
文
化
接
触
の
契
機
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と

を
重
視
し
て
、「
大
航
海
時
代
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
相
対
視

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
史
の
内
実
は
、
個
性
は
あ
る
が
、
特
殊
で
は
な
い
。
た
だ
今
日
の
認
識
枠
組
み
で
は
、
蓄
積
あ
る
専
門

研
究
に
つ
い
て
も
、
全
体
史
と
い
う
よ
り
一
分
野
史
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
は
拭
え
な
い
。
学
問
研
究
は
、
現
実
社
会
か
ら
提
起
さ

れ
る
問
題
と
の
関
係
で
対
象
や
課
題
が
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
研
究
傾
向
や
認
識
枠
組
み
に
時
代
性
が
刻
印
さ
れ
る
こ
と
は
、

学
問
の
構
造
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
イ
ベ
リ
ア
が
着
目
さ
れ
に
く
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
少
し
探
っ
て
み
た
い
。

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
を
問
う
研
究
に
つ
い
て
、
目
立
つ
の
は
や
は
り
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
を
対
象
に
し
た
、

日
本
史
で
い
う
戦
国
時
代
か
ら
幕
藩
体
制
成
立
期
、
世
界
史
で
い
う
大
航
海
時
代
の
史
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
的
に
い

え
ば
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
や
比
較
は
あ
ま
り
研
究
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
直
接
的
な
交
流
と
は
別
次
元

で
、
比
較
の
対
象
と
し
て
西
欧
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
以
後
の
学
問
史
、
特
に
歴
史
学
に
根
強
い
。

日
本
に
お
け
る
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
近
代
歴
史
学
が
、
国
家
の
要
請
に
よ
っ
て
出
発
し
、「
脱
亜
入
欧
」
的
な
政
治
方
針
と
不

可
分
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、「
欧
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
を
中
心
に
、
一
部
は
イ
ギ
リ
ス
を
含

む
も
の
の
、
主
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
含
ま
な
い
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
た
だ
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
注
目
し
た
例
外
的
な
事
例
が
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
〇
年
代
か

ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
ザ
ビ
エ
ル
画
像
な
ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
が
大
阪
府
茨
木
市
の
東
家
か
ら
見
出
さ
れ
た
際
に
、
日
本
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
と
の
交
渉
を
早
期
に
認
め
う
る
一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七

世
紀
に
か
け
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
町
で
日
本
人
商
人
た
ち
が
活
動
し
た
こ
と
や
、
豊
臣
秀
吉
が
命
じ
た
朝
鮮
へ
の
軍
事
侵
攻

（
一
五
九
二
年
、
一
五
九
七
年
）
な
ど
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
「
雄
飛
」
と
い
っ
た
国
家
戦
略
を
歴
史
的
に
肯
定
す
る
論
調
と
結
び
い
て
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い
た
。
一
方
、
萌
芽
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
研
究
で
は
、『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』（
一
九
三
二
〜
三
三
年
）
を
代
表

的
な
遺
産
と
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
立
場
と
方
法
に
よ
る
成
果
が
あ
る
が
、「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
資
本
主
義
が

念
頭
に
置
か
れ
た
日
本
分
析
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
以
後
、
学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
、
旧
体
制
の
根
絶
と
天
皇
制
の
史
的
究
明
、
そ
し
て
日
本
の
進
路
を
実
践

的
に
探
る
課
題
の
下
に
、
世
界
史
の
基
本
法
則
が
論
じ
ら
れ
た
。
社
会
構
成
の
継
起
的
な
発
展
段
階
を
日
本
史
に
即
し
て
も
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
研
究
潮
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
基
準
は
、「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
九
年
の
中
国
革
命

は
、
ア
ジ
ア
の
停
滞
と
い
う
固
定
観
念
を
再
考
さ
せ
た
。
さ
ら
に
は
一
九
五
二
年
の
日
本
の
国
際
復
帰
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
よ

る
「
片
面
講
和
」）、
一
九
五
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安

全
保
障
条
約
改
定
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
位
置
を
欧
米
先
進
国
と
の
関
係
で
構
想
す
る
の
か
東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
重
視
す

る
の
か
が
議
論
の
分
か
れ
目
と
な
り
、
歴
史
像
の
総
点
検
に
も
及
ん
だ
。
古
代
史
か
ら
近
代
史
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
史
を

位
置
づ
け
る
た
め
の
問
題
提
起
的
な
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、「
脱
亜
入
欧
」
的
な
視
点
か
ら
の
脱

却
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
一
層
深
ま
っ
た
。
国
際
世
界
の
緊
密
化
や
、
東
欧
世
界
崩
壊
か
ら
の
刺
激
は
、
国
民
国
家

像
を
相
対
視
す
る
議
論
を
呼
ん
だ
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
地
球
環
境
問
題
が
人
類
を
蔽
う
一
方
で
、
格
差
社
会
が
国
境
を
越

え
て
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
、
日
本
史
研
究
も
無
関
心
で
は
な
い
。

以
上
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
経
緯
の
概
略
を
た
ど
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」、
東
ア
ジ
ア
、
地
球
大
世
界

と
、
日
本
史
研
究
が
視
野
に
入
れ
よ
う
と
し
た
主
要
な
対
象
に
つ
い
て
、
理
由
の
あ
る
歪
み
と
で
も
い
う
べ
き
特
徴
を
再
認
識
し
た

い
。
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
西
ア
ジ
ア
そ
の
他
に
つ
い
て
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
で
確

認
し
た
い
の
は
、
日
本
と
の
直
接
的
な
関
係
の
歴
史
を
も
ち
、
地
理
的
に
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ス

ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
ほ
と
ん
ど
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
と
対
比
を
研
究
課
題
に
据
え
る
の
は
、
新
し
い
観
点
を
強
調
し
た
い
か
ら
で
は
な
い
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
野
を
相
対
化
し
、
一
六
世
紀
な
い
し
そ
れ
以
前
へ
の
視
野
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
と
い
う
、
方
法
的
提

言
の
意
図
を
含
ん
で
い
る
。

イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論

イ
ベ
リ
ア
両
国
と
日
本
と
の
関
係
は
、
主
に
一
六
世
紀
後
半
の
、
南
蛮
文
化
の
文
物
に
影
響
を
確
認
す
る
の
が
か
つ
て
一
般
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
の
歴
史
研
究
で
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
世
界
や
海
域
ア
ジ
ア
が
重
視
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
来
航
も
そ
の
秩
序
を
媒
介
に
実
現
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
鉄
砲
が
倭
寇
頭
領
た

る
王
直
の
中
国
製
ジ
ャ
ン
ク
船
で
種
子
島
に
来
航
し
た
こ
と
（
一
五
四
二
年
ま
た
は
四
三
年
）、
ザ
ビ
エ
ル
が
中
国
人
・
イ
ン
ド
人
・
日

本
人
ら
の
混
成
乗
組
員
と
と
も
に
中
国
製
ジ
ャ
ン
ク
船
で
鹿
児
島
に
来
た
こ
と
な
ど
（
一
五
四
九
年
）
に
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
た（６
）。

同
時
に
、
明
帝
国
、
朝
鮮
王
朝
、
日
本
国
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
王
朝
と
そ
れ
ら
に
共
有
さ
れ
る
儒
教
や
仏
教
な
ど
の
思
想
基
盤
が
、

キ
リ
ス
ト
教
と
通
商
の
進
入
に
と
っ
て
の
強
固
な
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
な
お
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
世
界
分
割
支
配
を
展
開
す
る
イ
ベ
リ
ア
勢
力
か
ら
の
加
圧
が
、
日
本
の
中
世
か
ら
近
世

へ
の
転
換
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
い
う
議
論
が
現
れ
て
い
る
。
日
本
の
近
世
化
を
め
ぐ
る
イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論
で
あ
る
。

イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論
の
提
起
は
近
年
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
最
も
包
括
的
な
深
谷
克
己
氏
の
議
論
に
注
目
し
た
い（７
）。
深

谷
氏
は
、
イ
ベ
リ
ア
勢
力
と
接
触
す
る
以
前
の
日
本
史
を
古
代
か
ら
た
ど
り
、
中
華
王
朝
と
周
辺
諸
王
朝
と
の
連
合
体
か
ら
な
る
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「
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
る
。「
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
」
は
、
超
越
観
念
「
天
」
を
上
位
に
置
く

政
治
文
化
を
共
有
し
て
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
に
と
っ
て
は
堅
固
な
壁
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
東
ア
ジ
ア
の
一
六
世
紀
末
ご

ろ
か
ら
、
中
国
東
北
部
の
女
真
と
日
本
列
島
の
倭
が
、
そ
れ
ぞ
れ
中
華
皇
帝
化
を
指
向
し
て
対
外
侵
攻
に
踏
み
切
る
。
そ
の
契
機
と

し
て
、
イ
ベ
リ
ア
勢
力
と
の
遭
遇
が
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
軍
事
侵
攻
と
一
体
的
な
キ
リ
ス
ト
教
布
教
や
鉄
砲
を
用
い
る
軍
事
技

術
の
役
割
も
、
こ
の
脈
絡
に
位
置
づ
け
る
。
中
国
で
は
、
明
を
滅
ぼ
し
た
女
真
人
が
建
て
た
清
が
統
一
を
果
た
し
、
い
わ
ゆ
る
「
華

夷
変
態
」
に
結
果
す
る
。
日
本
で
は
、
壬
辰
戦
争
（
朝
鮮
出
兵
）
の
失
敗
の
後
、
国
内
武
力
闘
争
を
経
て
江
戸
幕
府
が
成
立
す
る
。
そ

し
て
、
中
華
王
朝
（
明
末
・
清
）
へ
の
入
貢
が
断
た
れ
て
東
ア
ジ
ア
の
政
治
秩
序
か
ら
排
除
さ
れ
、
朝
鮮
か
ら
の
通
信
使
や
琉
球
か
ら

の
慶
賀
使
を
介
し
た
限
定
的
で
自
国
中
心
の
「
華
夷
秩
序
」
に
帰
結
す
る
。
こ
の
間
、
国
際
性
へ
の
反
動
と
し
て
の
鎖
国
体
制
へ
の

過
程
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
全
面
禁
止
政
策
が
、
天
皇
・
将
軍
か
ら
百
姓
身
分
な
ど
す
べ
て
に
対
し
て
徹
底
さ
れ
た
。
そ
の
強
引
な
権

力
意
志
の
中
に
、
逆
規
定
と
し
て
日
本
に
刻
印
さ
れ
た
イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論
に
よ
っ
て
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
史
は
、
一
時
期
の
表
層
で
は
な
く
近
世
史

の
構
造
へ
の
影
響
力
と
し
て
捉
え
直
す
可
能
性
が
浮
上
し
た
。
た
だ
、
問
題
提
起
の
大
き
さ
故
に
こ
そ
、
理
論
と
実
証
の
双
方
で
厳

し
い
検
証
が
待
っ
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
私
た
ち
が
本
書
を
編
む
に
い
た
る
共
同
研
究
で
は
、
深
谷
氏
の
議
論
か
ら
多
く
を

学
ん
だ
。
そ
の
際
、
あ
ら
た
め
て
留
意
す
べ
き
問
題
点
に
も
気
づ
い
た
。

深
谷
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
総
体
と
し
て
の
力
量
に
よ
っ
て
、
イ
ベ
リ
ア
両
国
の
植
民
地
獲
得
の
意
図

は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
達
成
し
た
よ
う
に
は
進
ま
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
古
代
か
ら
興
亡
を
く
り
返
し
て
き
た
濃
密
な
諸
王
朝
に

よ
る
い
わ
ば
「
歴
史
力
」
の
厚
み
が
、
世
界
分
割
支
配
勢
力
を
押
し
返
し
た
の
だ
と
い
う
（
八
〇
、
九
四
、
九
五
、
一
〇
〇
各
頁
）。
ま

た
、
世
界
分
割
構
想
と
キ
リ
ス
ト
教
布
教
は
不
可
分
一
体
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
布
教
の
使
命
感
は
征
服
地
の
植
民
地
化
構
想

を
常
に
伴
い
、「
そ
の
時
代
、
文
明
が
未
開
を
征
服
す
る
こ
と
が
悪
だ
と
い
う
発
想
は
、
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
」（
九
五
頁
）
と
い
う
。

こ
の
議
論
に
は
、
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
と
西
欧
法
文
明
圏
と
の
歴
史
的
接
触
を
捉
え
る
斬
新
さ
が
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、
東
ア
ジ
ア

法
文
明
圏
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
）
と
の
関
連
は
、
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ

で
獲
得
さ
れ
た
奴
隷
が
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
例
は
確
か
に
存
在
す
る
し
、
ア
ジ
ア
人
奴
隷
が
異
世
界
に
連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と

も
確
か
で
あ
る
。
考
え
た
い
の
は
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
イ
ベ
リ
ア
勢
力
に
よ
る
中
南
米
侵
攻
は
、
一
五
世
紀
末
か
ら
で
あ
る
。

植
民
者
と
現
地
住
民
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
特
に
後
者
に
と
っ
て
過
酷
な
歴
史
的
経
験
は
、
の
ち
の
東
ア
ジ
ア
に
対
し
て
何

の
関
係
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

よ
く
知
ら
れ
た
例
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ラ
ス
・
カ
サ
ス
（
一
四
八
四
〜
一
五
六
六
）
の
場
合
、
ス
ペ
イ
ン
人
植
民
者

に
よ
る
イ
ン
デ
ィ
オ
へ
の
非
人
間
的
な
搾
取
や
暴
力
、
ま
た
絶
滅
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
虐
殺
が
各
地
で
行
わ
れ
た
事
実
を
、「
悪
」

と
し
て
糾
弾
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
と
植
民
地
を
往
来
し
て
の
活
動
に
よ
っ
て
、
征
服
者
に
よ
る
先
住
民
統
治
の
廃
絶
に
つ
な

が
る
新
法
の
公
布
を
国
王
カ
ル
ロ
ス
五
世
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
（
一
五
四
二
年
）。
ラ
ス
・
カ
サ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
五
五
二
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
の
破
壊
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
報
告
』
な
ど
が
日
本
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る（８
）。
ラ
ス
・
カ
サ
ス
は
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ス
史
と
ア
フ
リ
カ
史
に
通
底
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
独
善
性
を
批
判
し
、
人
道
主
義
精
神
に

基
づ
い
て
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
権
を
守
り
正
義
を
求
め
る
苦
渋
の
闘
い
に
後
半
生
を
尽
く
し
て
い
る（９
）。
ま
た
継
承
者
も
い
た
。
イ
ベ

リ
ア
勢
力
が
日
本
に
来
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
代
か
ら
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
も
植
民
地
で
も
、
実
際
に
は
様
々
な
思
惑
と
行
動
が
あ
り
、
法
令
で
一
律
に
方
針
転
換
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

ま
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
史
と
日
本
史
の
間
接
的
な
連
動
を
実
証
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
特
に
、
思
想
の
問
題
は
、
史
料
と
し

て
明
示
さ
れ
に
く
い
場
合
も
多
い
。
と
は
い
え
、
イ
ベ
リ
ア
勢
力
に
よ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
へ
の
侵
攻
と
、
東
ア
ジ
ア

sam
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へ
の
来
航
と
は
、
明
ら
か
に
性
質
が
違
う
。
そ
の
理
由
を
問
う
に
あ
た
っ
て
、
前
者
と
後
者
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
み
る
必
要
が

あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
急
速
か
つ
広
範
囲
に
根
づ
い
た
史
実
、
統
一
権
力
が
身
分
を
超
え
て
徹

底
指
令
し
た
禁
教
策
、
さ
ら
に
は
命
が
け
で
信
仰
を
守
っ
た
近
世
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
実
在
、
こ
れ
ら
は
、
一
六
世
紀
史
な
い
し

そ
の
前
史
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
歴
史
に
お
け
る
人
権
思
想
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
も
反
人
道
的
な
暴
力
を
抑
止
し
た
正
義
の
力
は
、
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
内
に
あ
る
諸
王
朝
の
力
で
も
な
く
、
生
活
者
民
衆
の
本
質
に
根
ざ
す
本
来
的
な
権
利
の
表
出
、

つ
ま
り
列
島
内
の
社
会
史
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
歴
史
力
」
で
あ
る
可
能
性
に
も
思
い
至
る
。

本
書
で
は
、
イ
ベ
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
論
に
つ
い
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
積
極
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。
大
航
海
時
代

に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
の
邂
逅
は
、
そ
の
前
史
と
し
て
の
古
代
・
中
世
と
ど
の
よ
う
に
接
合
す
る
の
か
。
ま
た
近
世
以
後
の
歴

史
を
ど
う
規
定
し
た
の
か
。
通
史
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
い
ず
れ
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
学
史

の
思
想
を
検
討
し
た
今
、
交
流
四
〇
〇
年
目
か
ら
の
将
来
展
望
に
も
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

天
皇
制
と
君
主
制

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
は
、
前
近
代
に
遡
る
交
流
史
が
あ
る
と
同
時
に
、
近
現
代
に
お
い
て
対
比
に
値
す
る
内
実
を
も
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
天
皇
制
と
君
主
制
の
問
題
、
な
い
し
憲
法
や
主
権
者
の
問
題
で
あ
る
。

二
〇
一
三
、
一
四
年
は
、
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
交
流
四
〇
〇
年
記
念
行
事
の
期
間
と
さ
れ
、
日
本
の
皇
太
子
が
開
会
式
の
名
誉
総

裁
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
を
訪
問
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
両
国
政
府
間
で
の
公
式
行
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ス
ペ
イ
ン
皇
太

子
は
、
日
本
で
行
わ
れ
る
閉
会
式
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
二
〇
一
四
年
に
、
奇
し
く
も
国
王
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
来
日

は
延
期
さ
れ
た
。
多
く
の
ス
ペ
イ
ン
国
民
か
ら
支
持
を
失
っ
た
フ
ァ
ン･

カ
ル
ロ
ス
国
王
が
退
位
に
踏
み
切
り
、
フ
ェ
リ
ペ
皇
太
子

が
国
王
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
日
本
で
は
想
定
し
に
く
い
事
情
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な
り
、

一
連
の
現
実
は
、
あ
ら
た
め
て
「
君
主
制
」
を
学
問
課
題
に
す
る
目
を
養
っ
た
。

本
書
で
は
、
五
世
紀
か
ら
の
西
ゴ
ー
ト
王
国
に
触
れ
る
論
考
を
含
み
、
大
航
海
時
代
前
後
を
対
象
と
し
た
研
究
を
配
置
す
る
。
同

時
に
、
帝
国
主
義
と
国
民
国
家
の
時
代
で
あ
る
一
九
世
紀
以
後
、
二
〇
世
紀
か
ら
今
日
を
直
接
扱
う
論
文
に
も
力
点
が
あ
る
。
日
本

と
ス
ペ
イ
ン
の
対
比
を
、
こ
の
時
代
に
探
る
こ
と
の
有
効
性
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
こ
の
間
に
王
制
と
共
和
制
を
め
ぐ
る
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
八
〇
八
年
か
ら
の
ス
ペ
イ
ン
独
立
戦
争

を
経
過
す
る
中
で
、
一
八
一
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
初
の
憲
法
（
カ
デ
ィ
ス
憲
法
）
が
制
定
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
に
し
て
主
権
在
民
が
明
示

さ
れ
た
。
し
か
し
二
年
後
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
が
復
位
し
て
同
法
は
廃
止
さ
れ
、
絶
対
主
義
政
策
が
強
め
ら
れ
た
。
一
八
二
〇
年

に
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
デ
ル
・
リ
エ
ゴ
将
軍
を
中
心
と
す
る
立
憲
革
命
が
お
こ
り
、
一
時
的
に
カ
デ
ィ
ス
憲
法
が
復
活
し
た
も
の
の
、
長

く
不
安
定
と
分
裂
が
続
き
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
植
民
地
を
次
々
に
失
っ
た
。
一
八
六
八
年
九
月
革
命
で
イ
サ
ベ
ル
二
世
が
退
去
し
、

七
三
年
に
ス
ペ
イ
ン
第
一
共
和
政
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、
七
五
年
に
は
王
政
へ
戻
り
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
二
世
が
王
位
に
就
い
た
。
一

九
三
一
年
に
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
三
世
が
亡
命
し
、
第
二
共
和
政
が
成
立
し
た
。
し
か
し
一
九
三
六
年
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
勃
発
し
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
王
国
の
支
援
を
受
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ラ
ン
コ
将
軍
の
反
乱
軍
が
こ
れ
を
倒
し
、
一
九
三
九
年

か
ら
フ
ラ
ン
コ
独
裁
が
続
い
た
。
一
九
七
五
年
、
フ
ラ
ン
コ
将
軍
の
遺
言
で
フ
ァ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
（
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
一
三
世
の
孫
）
が
即

位
し
て
王
政
の
復
活
と
な
っ
た
。
政
治
は
一
転
し
、
い
わ
ば
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
戦
後
史
の
起
点
と
い
う
べ
き
一
九
七
八
年
憲
法
が

制
定
さ
れ
、
国
民
主
権
に
基
づ
く
議
会
君
主
制
と
な
り
、
国
王
は
国
家
元
首
で
あ
り
か
つ
国
家
永
続
の
象
徴
的
存
在
に
な
っ
た
。
そ

sam
ple



1213

序　言

の
後
進
め
ら
れ
た
議
会
政
治
に
よ
っ
て
、
国
王
は
国
民
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
た
が
、
二
一
世
紀
に
は
、
経
済
危
機
と
奢
侈
的
私
生

活
な
ど
が
原
因
で
支
持
率
五
割
以
下
と
な
り
、
譲
位
を
求
め
る
世
論
や
王
室
存
廃
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
息
子
フ
ェ

リ
ペ
二
世
へ
と
譲
位
し
、
現
在
に
い
た
る
。
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
、
一
七
〇
〇
年
に
即
位
し
た
フ
ェ
リ
ペ
五
世
以
来
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の

流
れ
を
汲
む
が
、
断
絶
と
復
活
を
く
り
返
し
て
い
る
。

日
本
の
場
合
、
一
八
六
七
年
の
王
政
復
古
や
一
九
四
五
年
の
敗
戦
に
前
後
し
て
、
天
皇
は
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
八
八
九

年
公
布
の
大
日
本
帝
国
憲
法
は
天
皇
を
主
権
者
と
し
、
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
公
布
の
日
本
国
憲
法
は
国
民
主
権
と
象
徴
天
皇
制
を

明
示
し
た
。
内
実
の
変
化
と
と
も
に
存
在
す
る
天
皇
制
に
つ
い
て
は
、
君
主
制
一
般
と
し
て
論
じ
き
れ
な
い
個
性
が
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
天
皇
制
の
歴
史
に
遡
っ
て
解
明
す
る
研
究
の
蓄
積
は
あ
る
。
ま
た
、
王
権
論
と
し
て
諸
類
型
を
対
比
す
る
人
類
学
等
の
議
論
も

少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
な
お
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
天
皇
制
に
つ
い
て
、
成
立
や
変
化
、
賦
活
、
衰
退
な
ど
、
基
本
的
な
事
実

さ
え
日
本
人
の
一
般
知
識
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
。
長
き
に
わ
た
る
と
は
い
え
、
悠
久
の
神
話
時
代
か
ら
始
ま
る
と
い
う
の
は
政

治
言
説
で
あ
っ
て
、
実
際
は
成
立
か
ら
一
三
〇
〇
年
あ
ま
り
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
間
の

断
絶
や
復
活
と
い
っ
た
局
面
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
は
、
四
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
の
直
接
・
間
接
の
関
係
が
あ
り
、
戦
後
憲
法
で
一
方
は
国
王
の
、
他
方
は

天
皇
の
、
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
と
し
て
の
地
位
と
主
権
在
民
を
規
定
し
た
類
似
点
が
あ
る
。
同
時
に
、
今
日
の
視
点
か
ら
は
、
共
和
制
の

経
験
の
有
無
と
い
う
前
史
の
相
違
や
、
王
室
の
存
廃
を
議
論
す
る
国
民
と
存
在
を
自
明
視
す
る
国
民
と
の
対
照
性
が
、
互
い
を
照
射

す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
、
日
本
の
天
皇
制
と
ス
ペ
イ
ン
の
君
主
制
の
対
比
的
研
究
に
、
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

天
皇
や
国
王
に
関
心
を
限
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
史
に
も
伏
在
す
る
本
質
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
主
権

在
民
、
人
権
思
想
と
い
っ
た
、
私
た
ち
が
求
め
て
や
ま
な
い
理
想
の
実
現
を
展
望
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
執
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
地

か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
本
書
全
体
に
つ
い
て
も
、
萌
芽
段
階
の
研
究
と
し
て
厳
し
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

命
が
け
で
守
る
も
の

本
書
が
成
り
立
つ
経
緯
に
つ
い
て
は
、
跋
文
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
本
書
に
不
可

欠
の
存
在
と
し
て
、
こ
の
序
文
に
続
く
東
満
理
亜
氏
か
ら
の
特
別
寄
稿
「
東
家
の
先
祖
が
子
孫
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
、

一
言
し
て
お
く
。

大
航
海
時
代
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
、
禁
教
後
に
も
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
受
け
つ
が
れ
た
。
開
国
後
の

一
八
六
五
年
に
は
、
長
崎
大
浦
天
主
堂
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
対
し
て
、
九
州
各
地
か
ら
数
千
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
名
乗
り
出

て
信
仰
告
白
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
政
府
は
な
お
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
て
信
者
ら
を
逮
捕
・
流
罪
に
し
て
お
り
、
一
八
七
四
年
に

キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁
さ
れ
て
も
、
な
お
弾
圧
を
恐
れ
る
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
潜
伏
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府

北
部
の
山
間
地
、
茨
木
市
千
提
寺
な
る
山
村
（
旧
高
山
右
近
領
）
か
ら
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
に
上
野
マ
リ
ヤ
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓

碑
が
世
に
出
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
同
地
の
東
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
「
あ
け
ず
の
櫃
」
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
数
々
が
見
出
さ
れ
、

一
九
三
〇
年
に
か
け
て
近
隣
か
ら
も
多
く
の
信
仰
遺
物
が
み
つ
か
っ
た
（
（1
（

。

本
書
の
成
立
に
い
た
る
共
同
研
究
で
は
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
交
流
史
を
考
え
る
具
体
的
な
現
場
と
し
て
東
家
を
訪
れ
、
ご
子

孫
に
あ
た
る
東
満
理
亜
氏
か
ら
、
生
き
た
信
仰
を
命
が
け
で
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
、
本
書
に
お
い
て
も
、

現
代
に
息
づ
く
大
航
海
時
代
に
つ
い
て
の
生
の
声
と
い
う
べ
き
東
満
理
亜
氏
に
よ
る
ご
講
演
（
於
愛
知
県
立
大
学
講
堂
、
二
〇
一
五
年
一

月
一
三
日
）
を
、
特
別
寄
稿
と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 sam
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注（
1
）　
高
速
自
動
車
国
道
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線
建
設
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
（
茨
木
市
域
）
そ
の
5
・
現
地
説
明

会
資
料
『
千
提
寺
西
遺
跡
の
調
査
』（
公
益
財
団
法
人
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）。

（
2
）　
板
東
省
次
・
川
成
洋
編
『
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
交
流
史
』（
れ
ん
が
書
房
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
板
東
省
次
・
椎
名
浩
『
日
本
と
ス

ペ
イ
ン
　
文
化
交
流
の
歴
史
―
南
蛮
・
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』（
原
書
房
、
二
〇
一
五
年
）。

（
3
）　
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）、
同
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』（
八
木
書

店
、
二
〇
〇
一
年
）
そ
の
他
。
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
全
一
五
巻
（
同
朋
舎
、
一
九
八
七
〜

九
八
年
）、
松
田
毅
一
『
慶
長
遣
欧
使
節
―
徳
川
家
康
と
南
蛮
人
』（
朝
文
社
、
一
九
九
二
年
。
著
作
選
集
は
二
〇
〇
二
年
）
そ
の

他
。

（
4
）　
伊
川
健
二
『
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
的
場
節
子
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本

―
日
欧
の
遭
遇
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
清
水
有
子
『
近
世
日
本
と
ル
ソ
ン

―
「
鎖
国
」
形
成
史
再
考
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、

岡
美
穂
子
『
商
人
と
宣
教
師
―
南
蛮
貿
易
の
世
界
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
な
ど
。

（
5
）　『
大
航
海
時
代
叢
書
　
第
Ⅰ
期
』
全
一
一
巻
、
別
巻
一
（
一
九
六
五
〜
七
〇
年
）『
大
航
海
時
代
叢
書
　
第
Ⅱ
期
』
全
二
五
巻
、
一

九
七
九
〜
九
二
年
（
岩
波
書
店
）。

（
6
）　
村
井
章
介
『
世
界
史
の
な
か
の
戦
国
日
本
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）、『
日
本
中
世
境
界
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
三
年
）。

（
7
）　
深
谷
克
己
『
東
ア
ジ
ア
法
文
明
圏
の
中
の
日
本
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

（
8
）　
ラ
ス
・
カ
サ
ス
『
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
の
破
壊
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
報
告
』（
染
田
秀
藤
訳
、
改
版
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）、

『
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
史
』（
長
南
実
訳
、
大
航
海
時
代
叢
書
第
Ⅱ
期
・
全
五
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
〜
九
二
年
）、『
イ
ン
デ
ィ
オ

は
人
間
か
』（
染
田
秀
藤
訳
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
新
世
界
の
挑
戦
」
8
、
岩
波
書
店
）。
網
野
徹
哉
『
興
亡
の
世
界
史
12  

イ
ン
カ
と

ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
交
錯
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
9
）　
前
掲
注
8
『
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
の
破
壊
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
報
告
』
に
付
さ
れ
た
染
田
秀
藤
氏
に
よ
る
「
解
説
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　
高
木
博
志
「
一
九
に
〇
年
、
茨
木
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
発
見
」（
松
沢
裕
作
編
『
近
代
日
本
の
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
山
川

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）。
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